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　Oblivion界の住人に「悪魔」として言及することは、不適切だが習慣的になっていることである。この習慣は、恐らく、第１時代の預言者Marukhの手になる〈Alessian教義〉〔Alessian Doctrines〕に遡るものだろう。極めて興味ぶかいことに、それは「daimonとの取引」を禁じておいて、そのdaimonが何であるかの説明を怠っているのである。
　最も可能性の高いことは、その「daimon」が、「Daedra」の綴り違い、あるいは、「Daedra」の語源として解釈されるもの――不明瞭の動機に基づいてOblivion界から訪れる、あの奇妙かつ強靭なる生物を意味する、古代Elfの言葉――であることだ。（実際のところ、「Daedra」は複数形である。その単数形は「Daedroth」である。）オリジナルの教義が公にされてから約１千年後に当たる、Skyrimの敬虔王Haleの手になる小冊子に於いては、彼の政敵の邪悪なる策謀は「Oblivionの悪魔の邪悪性に喩えられるものである……連中の堕落はSanguineそれ自身の堕落に匹敵する、連中はBoethiahのように冷酷であり、Molag Balのように狡猾であり、Sheogorathのように狂気に陥っている。」こうして、敬虔なるHaleは、書き留められた記録を参照しながら、４人のDaedraの公爵を冗舌に紹介していくことになる。
　しかし、結局のところ、書き留められた記録は、Oblivionと其処に生息するDaedraを研究するための最上の方法ではない。「daimonとの取引」を行うような人々は、滅多に、公的に報告されるような事件を望まないからである。それにも関わらず、第１時代の文献の中には、魔女の火刑に関する日記・日誌・公告、そして、Daedraの殺戮者に関する手引書が散見されるものである。私は、これらを直接の情報資料として用いた。それらは、少なくとも、私が実際に召喚して長々と言葉を交わしたDaedraの公爵と同程度に信頼の置けるものである。
　明らかに、Oblivionは多数の国々から構成される場所である。それ故に、Oblivionを指し示す多数の名前は同義である。例えば、「冷たい入江」〔Coldharbour〕、「湿地」〔Quagmire〕、「月の影」〔Moonshadow〕などである。Oblivionの各国が１人の王子によって支配されていることは正しいように思われる。古代の記録に幾度も繰り返し名前の登場する（もちろん、これは、彼らが本当にあるいは明白に存在することを確証するための絶対に正しい基準ではないが）Daedraの王子たちは、先に述べられたSanguine、Boethiah、Molag Bal、Sheogorathに加えて、Azura、Mephala、Clavicus Vile、Vaernima、Malacath、Hoermius（HermaeusあるいはHormaiusあるいはHerma。誰も綴りを理解できないようである。）、Mora、Namira、Jyggalag、Nocturnal、Mehrunes Dagon、Peryiteである。
　私の経験から言って、Daedraは混じり合った１個の代物である。その途方も無い力と過激主義に向かう傾向を除いては、彼らを全体的に分類することは殆ど不可能である。何れにせよ、ここに於いて、純粋なる学術的便宜のために、少ない事例に基づいて、そのようなこと〔Daedraの全体的分類〕を私は試みた。
　Mehrunes Dagon、Molag Bal、Peryite、Boethiah、Vaernimaは、彼らの本分が正しく破壊的であるように思われるという意味に於いて、Daedraの内でも、とりわけ絶えず“悪魔的”であるような者達である。もちろん、その他のDaedraもまた同等に危険で在り得る。しかし、これらの５人にとっては在り得るように、純粋に破壊のために破壊するようなことは滅多に無いものである。また、その破壊の質に於いて、これらの先述の５人は同様ではない。Mehrunes Dagonは、その怒りを発散させるために自然災害――地震と噴火――を好むようだ。Molag Balは他のDaedraを雇い入れることを選んで、Boethiahは不死なる戦士による戦闘をけしかける。Peryiteの本分は疫病、Vaernimaの本分は拷問のようである。
　このシリーズの次回の準備として、Daedra研究者という職業に就いた時から興味を惹かれてきた２つの問題について調査する積もりである。第一は、彼も恐らく王子の１人であるだろう、古代の多様なる記事に於いてHircineとして言及されている、ある特定のDaedrothについて。Hircineは「王子たちの猟犬」そして「人獣の父祖」と呼ばれてきたが、彼の召喚が可能である人物を私は依然として探さなければならない。もう一方の目標は、恐らく極めて在りそうに無いだろうが、死すべき人間がOblivionに入り込むための実用的手段を見つけることである。我々に必要であるものは、我々が理解していないということに対する恐怖のみである。それが、いつでも私の哲学であった。そして、その思想を心中に抱いて、私は自身の目標を絶えず追い求めているのである。
